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訓点 特 有 語 と い う 場 合 、
普 通 、 単 語 だ け でなく、
単語
も 、
その 作 品 内 容 の 故 に 用 い ら れ な か っ た だ ろ う と
し て いない。
また「 泥 氏 物 語 」
に
は「照らす」は用いら
れ て い る が 「 照 る 」 は な く 、
一 ・ ニ で 挙 げ た 基 準
三 、
三 つ の 乎 安 女 流 文 学 作 品 に 用 い ら れ て い な い 飴 で




と い う 要 件 も 加 え た ．の 述 語 に よ る 特 殊な表視やへ特定 の 活 用 形 の み の 特 殊 届 ’法 も 含 め て 取 り 上 げ ら れ る 。 前 掲 の 『 平 安 時 代 の 涙 文 訓読 語 に つ き て の 研 究 』 七 八 ニ ペ ー ジ 以 降 「 和 文 に 見 出される訓読特有 語 」 の 中 に も 具 体 的 に 指 摘されているが、私 も そ れ ら を 訊 点 特 有 語 として扱ったf が 生 じ る で あ ろ う 。 そ こ で 、 に よ っ て 選 び 出
し
た語も、更 に 資 料 を 培 す と 多 少 の 増 減
照 る 」 の 方 だ け が 用 い ら れ て い る 。
「 枕 草 子 」 で は そ の 逆 で 「
「 涼 氏 物 語 」 と 「 紫 式 部 日 記 」 と の 用 語 は 必 ずしも一致 り 上 げ た 資 料 に 当 時 の 和 語 や 訓 点 語 が 嗣 趾されている わけ で はない。作品の 内 容 に よ り 用 語 は 自 ら 制 約されるし、作者の好みによる語染の個りも起こるであろう
。
第 実 、
匹 表 で あ る 。
〔 第 三 表 〕
別 分 類 と 各 作 品 で の 使 用 回 数 四 つ の 序 に 用 い ら れ た 訓 点 特 有 語 の 品 詞
以上のようにして選び出した語を品
詞 ご と に 分 類 し 、
単 語 以 外 の 特 殊 な も
の も 品 詞 相 当 部 分 に 所 属 さ せ て 示 す
こ と に し 、
第 三 表 を 作 成した。それら を 集 計 し た の が 第
か • あ炎園日ぷがt 'ユ ↓よ さくぐ も般此 名氾
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尊記． 筋 檄 凌 来 学 除 備 述 臨 ま 和 なす見広整怖
ぶ
’
す ふ は ぐ た ぶ く は ぶ
’
む じ ら づ そま ほ る
る る
・
る ・ は ぐ く なる る
る は
l 2 1 1 1 1 
! 1 1 1 1 1· 1’ 1 1 1 3 4 2 1 1 l 1 1 2 1 1 2 1 1 . . . ． 
周2 1 1 1 3 1 l 1 l脊. 
1 1 ＇ 蝦
l 1 2 熙．
2 2 6 2 1 3 E2 2 2 
1 1 1 1 金， 4 1 1 法
1 5 1 5 1 1 ， 寄
6 閃2 2 4 150 , 8 23 58 2 
1 10 19 1 麿
副 形 形
にいい す た い た た い 妙 巧 容とかた 正 容 に 卑
さは な が ま と と は 詞 な み 動し〈や し 詞 似 し
さゆ は ひ だ へ ひ む り な 詞 のす た む
， かる ち に ば や り ごし り
1 2 1 1 l 1 l 1 1 1 古
1 2 1 1 後
2 千
l ヽ 1 2 . . 1 新





1 5 4 1 l 1 輸
1 1 3 5 5 l 金
1 1 6 17 法
2 1 14 1 5 2 寄
10 5 3 13 1 閃





にしあし．ずしど・しどしずのしりこ よ た そ そ 続 かつ、-
あからかはかもか か みかてれ こ
・り' だ も れ 詞 にま
ず
らのずに あ ぁ あ なあ に に て し そ び
み は ．ら れ れ らる よ も ら
1 1 1 1 1 1 古1 1 '1 1 1 1 後
1 1 1 1 千








1 1 6 寄
66 31 10 
4 B 
助
もと が に しに． し れし あ し れしなしのししもしれL,
い ゆ より てへす
詞 か どか る か どからかかよか かどか
ヘ ゑ れ は い る もはずのたりあ れ は
ど に て ． ば あ は を あ み こり ど あ＜ 
． ． 4 古
'.':. 3 5 1 l· 1 後
1 ; 2 1 2 1 千
t3:, 4 1 6 1 l l 1 新
4 源
1 枕




: 2· 3 l 金




i i!｀贔ig 臼、J 房ヽ と
►• 、助動 でに
と 詞
2 1 2 5 1 畠1 1 5 1 1 2 
5 2
. 
1 1 1 ； ※ ※ 2 1 1 4 1 4 
2 1 
．． 
漢 注 多 多 贋文 に 3 10 l 
文 1 7 :3 1 蜻
品 1 3 4 l 塁L.. 詳 1 2 ， 13 
と と 2 1 129 57 2 
あ 1 1 4 26 17 3 
る る 2 102 公5 26 
c 41 41 21 寄
314 266 






詞 詞 詞 詞 詞 詞 詞
10 25 2 2 2 4 2 4 2 1 2 1 9 4 古
14 33 3 7 5 4 2 5 2 1 2 1 11 4 £ I 
1 4 1.6 4 1 3 7 1 4 1 5 4 
25 19 8 1 10 7 1 5 1 5 6 遠
11 19 3 2 4, 4 3 l 11 2 千
18 27 8 2 5 5. 3 2 17 3 戟
16 17 5 2 4 6 3 2 1 8 1 新
31 22 9 6 14 6 3 2 2 10 1 犀
31 47 6 2 5 18 3 ， 2 1 2 1 22 
88 101 128 16 34 22 9 12 5 9 2 l 43 14 
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右 1 単 語左 ー 特 殊 な も の
〔 第 四 表 〕
四 つ の 序に用いられた 訓 点 特 有 語 の 品詞別度数
・






































































































































































































































































っ て よ い 。 か ら 、
詞 習 左 注 に は 訓 点 特 有 話 は 殆 ん ど 用 い て な い と い
用度数を調ぺ、
第 五 表 に 示 し た 。 詞 得 左 注 の 使 用 度 数 は
が 指 摘 さ れ た 語 例 に つ い て 、
四 つ の 序 や 詞 忠 左 注 で の 使
調 べ る こ と に よ り 、
序 の 筆 者 た ち の 訓 点 特 有 語 の 使 用 に
得 左 注 な ど に 用 い ら れ て い る 度 合 が ど う な っ て い る か を 関 係 の み ら れ る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。
四 つ の 序 に 見 出
訓 点 語 と 和 語 と の 間 に は 勿 論 共 通 す る 語 が 多 く あ る（ 第 島 裕 『 平 安 時 代 の 漢 文 訓 読 語 に つ き て の 研 究 』 ＝ ― - 四
ペ ー ジ ・ 角 田 英 子 「 源 氏 物 語 に お け る訓点語棠考」子 大 国 文 第 三 十 七 号 ・ 共 に 約 六
0
％ と 指 摘 し て あ る ） が 、
位 相 差 を 示 し て い る と い わ れ る 商 者 の 問 に は 、
語 の 対 応
．ざ
れ る 訓 点 特 有 語 に 対 応 す る 和 語 が 、
序 の 他 の 部 分 や 詞
対 す る 意 識 を さ ぐ る 手 掛 り が 得 ら れ る も の と 考 え ら れ る し






摘 さ れ た 「 対 立 的 な 漢 文 訓 読 語 と 和 文 語 」 や0
を 付 し た が 、
用 例 は 少 な く 、
ザ ル ⑥ ゴ ト シ ③ の 「 新 古
今 集 序 」 に お け る 例 も 、
漢 文 の 直 接 引 用 句 中 の 例 で あ る
（女
．一． .．． シ ァ ォ ヵ 卜 訓
ゴ コ． ザ ザ ム 9レ ヨ レ モ
； 卜 レ’ 9レ イ ブ コ ガ 特
す
ツ ，，ヽ レ ラ
11 3 5 2 1 古
10 1 1 1 5,· 2 後
13 1 5 2 2 1 2 孟13(5) 2(2) 1 4 (3) 4 1 1 
47(5) 4 9 (2) 2 14(3) 8 1 2 2 5 計
や ．． ．． ぁ v ヽ こ 人
ね ぬ さ す る た れ 々
な す は ． る か 文
り れ
: 語
25 7 1 12 2 7 2 1 3 古
6 2 l 2 1 後
1 1 千
6 (3) 5 1 (3) 新
48(3) 7 1 19 l 2 7 5 3(3) 3 ·.計
〇 訓 点 特 有 語 ・ 和 語 双 方 使 用
数 値 1 各 序 に お け る 使 用 回 数 ＇
0
内 は 各 詞 書 左 注 に お け る も の
〔 訓 点 特 有 語 と 和 語 と の 関 係 〕
第 五 表 〔 対 立 的 な 訓 点 特 有 語 と 和 語 と の 使 用 状 態 〕
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ミ ツ コ ヨ ク ィ ィ ク マ キ ォ 訓ソ 力 レ リ ガ マ , ャ ジ ク ソ 点計 二 ダ 特ナ Iレ ヨ ヨ ヒ ム ス .,、 Jレ Iレノ‘ ヲ フリ― ー リ
二 ャ シ Iレ 有ス
語
6 1 1 2 1 1 古2 1 l 後4 1 3 千4 I 1 1 1 新
16 2 1 2 1 2 1 1 1 1 3 1 計
ご さ さ と か ま ま た まま来＜ お 和
計
ら は れ き た だ さ は じじ づ
ん あ ば ど み に や らる 文





マ ス コ ＾ ァ ア シ モ イ ソ イ ク コ マ 訓ス コ 卜 ク 力 シ サ ナ コ 夕 ヒ ナ 点計 ｀ン ゴ ヘ ギ s フ ネ 特イ テ ，，ヽ 9レ フ フ コマ キ 卜
スヽ·-
• ズ 二 ョ ガ 有ス ク シ フ 語
・ 後
新゜ 計
お す す え さ し う ま や ほ ね め 和は こ ペ ＾ れ げ る う す む が
計 し し て ど し は （ む ふ 文
ま 3 しす
on 
14 1 2 1 1 I 3. 1 1 1 1 1 古4 1 1 1 1 後2 1 1 千6 1 2 3 新
26 2 2 .2 1 1 7 1 1 1 1 2 5 計
〇 訓 点 特 有 語 の み 使 用
0 和 語 の み 使 用
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「オヨプ
いたる」には表現ニュアンスに相違が忍じ
「新
その品詞別にみて接続詞の多い理由や、
重複使用の状態、
な
い
。
特に散文でありながら枕詞・
序詞を頻用し、
好んで和歌
ーぬ」、
「千奴築序」で「オヨプ9いたる」、
クナリーゃうなり」の三組、
「後拾遣机序」で「ザル
カレコレーこれかれ
」
用いてあるのが四組であ
る。
また訓点特有語だけ用いて
いるもの（一ー語一六回）よりも和語だけ用いているもの（―二語二六回） 方が 数も多く、
訓点特有語を特
時代的に見ると、
「シム—す」
「
·nトッ
・ゴ
ト
古今祭序 で「ザルー�ぬ」の各一 である。
これらは
られるが、
他は一方に統一する意志があれば統一できる
と思わ のに、
訓点特有語、
和語共に届いられてい
る
所を見ると、
特に訓点語を用いようとか用いるまいとか
いう意図があったとは考えられず
自然にこれらの訓点
「新古今熊序」の数年後に
「方丈記」が習かれていることを考えると、
序の文章は
和文的で、
訓点特有語の用い方は少ないといってよかろ
うと思われる。れる和語的表現（字音飴が非常に少なく、
横語をことさ
ら和語に言い和 げたものも多いこと）や和歌的修辞（を踏まえた表現を多くしていること）を考えてみると和歌楳序として 文的表現を意図し
たことは疑いをいれ
異なり語数に製して八％前後の訓点語の使用について、
以降に詳細に指摘されているか、
序全体に一貫し
て
みら
対応語の双方が用いられているのは「古今集序」の「
『平安時代 漢文訓読語につきての研究』八三七ベージ
時代 傾向がうかがわれる。
「古今集序」の和文的要素については、
強
く
、
「新古今集序」には訓点特有語への偏りが見られ、
「古今楳序」には和語頻用の領向が
に意識的に多く用いようとしたとはとて 考えにくい（
の前後 「今昔物語楳」が、
四つの勅撰梨の祖かれた時代は、
既に「後拾逍集序」
〔 捩渠序における訓点特有語使用の意味〕・・・四
語共に用いられているのが七組、
そのうち同じ序に双方
同様に考えられよう。
第五表を見てわかるように、
対応する訓点特有語・和
特有語が混入したと考えるほかない。
他の語についても
-126-
1本学大学院二年1
傘から'
自然に用い
ら
れたものであ?？｀
とo
れず、
和文謁の文泡を意図しながらも箪者の持ち前の語
話開を出さんが為に意諦的に用いられたものとは考えらの用い方など、
諸点を考え合わせると、
次のように結論
される。勅撰和歌楳序 訓点特有語は、
訓点
特に何よりも訓点特有語と和語 の対応関係のある語群
-127-
